
 

水産資源研究会：磯焼け対策～アマモ植栽～ 

 

6 月 18 日、花枝採取が終わったアマモたちの一部を海に植えることになりました。場所はもちろん小田和

湾。研究会メンバーは、植栽地を決めるにあたって、事前に長井や大楠漁協の方の話を聞いたり、アマモが

繁茂していた場所を確認したりしました。その結果、今回は流れの穏やかで観察しやすい佐島の一角に植え

ることにしました。 

植栽当日は、大楠漁協様、横須賀市西部水産振興事業団様、日本釣振興会様、㈱ヤマリア様が駆けつけて

くださり、作業を手伝ってくださいました。さらにマリンワークジャパン様のご協力で、なんと水中タイム

ラプスカメラを設置！これで、植えたアマモがどのように生長もしくは食害等の被害にあってしまうのかを

確認することができます。 

  なぜ小田和湾のアマモが消えたのか・・・その原因と対策が解明できればと思います。研究会も時折観察

しに行きますので、またご報告します。植えたアマモが根付いてくれることを切に願います。 

 

 

実習場屋上で育てているアマモ 

 

 

今回、種から育てた苗を含め 10箱を植えることにしました 

箱からアマモを取り出し、植えていきました マリンワークジャパン様の水中タイムラプスカメラを

設置。映像が楽しみです。 


